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令和５年度 第６回 ネット・モニターアンケート 

安心・安全で快適なまちづくりについて 

■アンケートの趣旨 

名古屋市では、市民・事業者の皆さまとの協働により、だれもが安心・安全で快適に

暮らせるまちを実現するため、平成 16年 11 月に、「安心・安全で快適なまちづくりな

ごや条例」を施行し、犯罪の防止、通学時の子どもの見守り活動、交通安全、違法駐車

等の防止といった取り組みを実施してまいりました。 

その後も、社会情勢等を鑑み、「犯罪被害者等支援条例」や「自転車の安全で適正な

利用の促進に関する条例」、「客引き行為等の禁止等に関する条例」を施行し、安心・安

全で快適なまちづくりを推進してまいりました。 

このアンケートは、安心・安全で快適なまちづくりについて、市民の皆さまがどのよ

うに感じているのか調査し、今後の取り組みを検討する上での参考とさせていただく

ものです。 

■説明・前提条件 

Ｑ１：必須 

・選択制限なし 

Ｑ２：必須 

・選択数１つ 

Ｑ３：Ｑ２の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ４：必須 

・選択数３つまで 

Ｑ５：必須 

・選択数３つまで 

Ｑ６：必須 

・選択制限なし 

Ｑ７：必須 

・選択数１つ 

Ｑ８：Ｑ７の選択による 

・選択制限なし 

Ｑ９：必須 

・選択制限なし 

Ｑ10：必須 

・選択制限なし 

Ｑ11：必須 

・選択数３つまで 

Ｑ12：任意 

・自由記載 
 

► 年代・居住区・性別の属性は事前に登録されたモニターの属性から取得 

► 比率はすべて、各質問の回答者数に対するパーセントで表し、小数点以下第 2位を四捨五入し

て算出（このため、合計が 100%にならないことがある） 

► 複数回答が可能な質問については、各項目の比率の合計は通常 100%を超える 

■アンケート実施期間 

令和５年 10月 13日（金） から 令和 5年 10月 23日（月）まで 

■モニター数・アンケート回答数 

対象モニター数： 500人  回答数： 455人 有効回収率： 91.0％ 

■問い合わせ先 

調査テーマに関すること 

スポーツ市民局 地域安全推進課 

電話：052-972-3121  ＦＡＸ：052-972-4823 

E-Mail：a3124@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp 

スポーツ市民局 人権施策推進室 
電話：052-972-2581  ＦＡＸ：052-972-6453 

E-Mail：a2580@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp 

調査概要に関すること 

スポーツ市民局 広聴課 

電話：052-972-3140  ＦＡＸ：052-972-3164 

E-Mail：net-moni01@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp 
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回答集計 
※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

 

Ｑ１【※必須】あなたのお住まいの地域で、あなたが良くなっていると実感していることは

何ですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝455 

 

5.7%

18.9%

24.4%

24.4%

15.4%

3.1%

21.8%

13.4%

29.7%

6.4%

13.0%

9.2%

30.8%

1.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

身近で発生する犯罪が

減少している

通学時の子どもの見守り活動が

よく行われるようになった

違法駐車が減少している

自転車・原動機付自転車の

放置が減少している

自動車の放置が減少している

交通事故が減少している

飼犬の散歩時のふんの放置など、

ペットによる迷惑な行為が減少している

ごみのポイ捨てが減少している

歩きタバコが減少している

空地の除草がよく

行われるようになった

道路・歩道上の違法な

屋外広告物が減少している

防火・防災意識が高まっている

実感するものがない

その他

無回答
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＜防犯（犯罪の防止）について＞ 

Ｑ２【※必須】あなたは、日常の暮らしの中で、犯罪にあうのではないかという不安を感じ

ることがありますか。（選択は１つ） 

Ｎ＝455  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ３はＱ２で、犯罪にあうのではないかと不安を感じると答えた方（「かなり感じる」「ある

程度感じる」と回答した方）におたずねします。】 

Ｑ３ あなたが犯罪にあうのではないかと不安を感じるのは、どのような犯罪に対するもので

すか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝275 

 

72.4%

52.0%

40.0%

44.0%

33.5%

38.9%

48.7%

2.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

空き巣、忍び込みなど住宅に侵入する

犯罪

自動車盗、自転車盗、車上ねらい、

部品ねらいなどの犯罪

ひったくり

通り魔、強盗、恐喝など身体に

危害を及ぼすような犯罪

自宅や自動車が傷つけられたり、

落書きされたりする犯罪

性犯罪や連れ去りなど、主に女性や

子どもが被害者となる犯罪

振り込め詐欺、架空請求などの犯罪

その他

無回答

かなり感じる

7.9%

ある程度感じる

52.5%

あまり感じない

32.5%

ほぼ感じない

7.0%

無回答

0.0%
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【すべての方におたずねします。】 

＜犯罪のない安全なまちづくりのための取り組みついて＞ 

Ｑ４【※必須】犯罪のない安全なまちをつくっていくため、あなた自身や地域でどのような

取り組みが必要だと思いますか。（選択は３つまで） 

Ｎ＝455 

 

 

  

50.5%

52.3%

66.4%

32.5%

9.5%

15.2%

39.3%

0.4%

1.5%

3.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

一人ひとりの防犯意識を高める

地域で防犯灯をつける

地域で防犯カメラをつける

児童の下校時などに地域住民や

防犯団体がパトロールを行う

地域で防犯講習会を開く

有害ビラの除去や落書き消去活動を行

う

地域の危険箇所の点検を行い情報を共

有する

取り組みは必要ない

わからない

その他

無回答
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Ｑ５【※必須】地域で取り組む防犯活動に対して、あなたが、特に行政に支援してほしいと

思うことは何ですか。（選択は３つまで） 

Ｎ＝455 

 

 

 

57.8%

72.7%

33.8%

20.7%

9.9%

18.9%

11.9%

32.7%

0.2%

0.7%

3.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

地域が設置する防犯灯への設置補助

地域が設置する防犯カメラへの設置補助

犯罪の発生状況の情報提供

広報などによる、犯罪から身を守るため

の知識の提供

防犯活動をすすめるための講習会の開催

活動資材の提供や補助金の交付といっ

た、地域自主防犯団体への支援

防犯キャンペーンの実施

防犯パトロールへの支援

行政に支援してほしいことはない

わからない

その他

無回答
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＜犯罪被害者等への支援について＞ 

犯罪被害者及びその家族（併せて「犯罪被害者等」と言います。）は、犯罪による直接損害の

ほかに、精神的なダメージや収入源を失うなどの経済的な損害を受ける場合があることから国

や地方自治体、あるいは地域社会からの息の長い支援が必要と言われています。 

【参考資料】 

添付１：犯罪被害者等支援リーフレット 

 

Ｑ６【※必須】犯罪被害者等の支援のための相談窓口のうち、あなたが知っているものはど

れですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝455 

 

59.8%

9.2%

29.0%

23.7%

19.8%

6.4%

4.8%

2.4%

1.5%

29.7%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

警察の相談窓口

名古屋市犯罪被害者等総合支援窓口

区役所の相談窓口

日本司法支援センター（法テラス）の

相談窓口

弁護士会の相談窓口

公益社団法人被害者サポートセンター

あいち（あいポート）の相談窓口

民間の被害者団体、被害者支援団体の

相談窓口

名古屋地方検察庁の相談窓口

名古屋保護観察所の相談窓口

知っている相談窓口はない

その他

無回答
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＜交通ルール・マナーについて＞ 

Ｑ７【※必須】あなたは名古屋市内の交通マナーについて、全体の印象としてどのように感

じますか。（選択は１つ） 

Ｎ＝455 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良い

0.7%
どちらかといえば

良い

10.1%

どちらともいえな

い

30.1%

どちらかといえば

悪い

39.3%

悪い

19.8%

無回答

0.0%
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【Ｑ８はＱ７で、名古屋市内の交通マナーが良いと感じないと答えた方（「どちらともいえな

い」「どちらかといえば悪い」「悪い」と回答した方）におたずねします。】 

Ｑ８ 名古屋市内で特に交通マナーが悪いと感じることが多いのはどんなことですか。 

（選択はいくつでも） 

Ｎ＝406 

 

29.1%

49.3%

53.9%

62.8%

57.9%

55.4%

35.2%

48.3%

41.1%

40.4%

44.8%

46.8%

10.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

右折レーンから直進車線への割り込み

無理な車線変更を繰り返して、

割り込みながら走行する

黄色信号で交差点に進入する

歩行者が横断歩道で

待っていても一時停止しない

方向指示器を出さずに車線変更する

運転中に携帯電話を使用する

制限速度を超過する

路上に駐車する

自転車が車道の右側を走行する

自転車が傘差し運転をする

歩行者や自転車が横断歩道のない

車道を安全確認せずに横断する

歩行者や自転車が信号無視をする

その他

無回答
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【すべての方におたずねします。】 

＜客引き行為等対策について＞ 

名古屋市では、繁華街の路上において居酒屋などの客になるように誘う客引き行為等につい

て、「名古屋市客引き行為等の禁止等に関する条例（平成 30年 4月 1日一部施行、禁止区域の

指定や違反者への指導等は同年 10月 1日施行）」を施行し、名古屋駅地区、栄地区、金山地区

の３地区を客引き行為等禁止区域に指定し、専門の指導員等により違反行為に対して指導する

など、客引き行為等への対策を進めています。 

【参考資料】 

関連リンク：客引き行為等対策の推進について（名古屋市公式ウェブサイト） 

（https://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/2-11-0-0-0-0-0-0-0-0.html） 

添付２：客引き行為等禁止区域チラシ 

 

Ｑ９【※必須】「客引き行為等の禁止等に関する条例」について、あなたが知っていたことは

どれですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝455 

 

 

 

 

54.3%

45.3%

25.1%

19.8%

27.5%

0.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

条例が施行されたこと

「客引き行為等禁止区域」が

指定されていること

規制対象となる行為のこと

罰則が適用（過料・公表）

されること

知っていたことはない

その他

無回答

http://#
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Ｑ10【※必須】「客引き行為等の禁止等に関する条例」が施行されて以降、客引き行為等禁止

区域がどのように変わったと思いますか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝455 

 

 

 

 

 

 

13.2%

20.0%

11.4%

3.3%

1.8%

0.9%

19.8%

43.3%

3.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

安心してまちを歩けるようになった

快適に通行できるようになった

名古屋のイメージがよくなった

お店を案内してもらえず不便になった

まちの活気が失われた

若者などの雇用の場が失われた

変わっていない

わからない

その他

無回答
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Ｑ11【※必須】安心・安全で快適なまちをつくるため、地域や行政でどのような取り組みや

対策が有効だと思いますか。（選択は３つまで） 

Ｎ＝455 

 
 

  

48.1%

44.4%

21.5%

12.1%

26.2%

42.4%

17.4%

6.8%

5.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

学区や町内会などによる地域活動の

活性化（キャンペーンやパトロールな

ど）

行政による、学区や町内会など

地域組織への活動支援

（活動資材の提供、補助金の交付な

ど）

企業・団体などによる活動の活性化

課題解決のための地域

（行政を含む）での話し合い

行政や地域による、広報活動

（講習会・広報紙・ポスター掲出な

ど）

や情報提供の強化

児童や生徒に対する教育

（交通安全ルールなど）

地域で大人と子どもが

ふれあう機会の提供

わからない

その他

無回答
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Ｑ12 安心・安全で快適なまちづくりについて、意見があればご記入ください。（自由意見） 

Ｎ＝194 

・ こどももおとなも、自転車や自動車の交通マナーに関して今一度学ぶ場があるといいと思う 

 

・ 一人一人が自分ごととして防犯に対して行動しないと変わらないと思います。きっかけとし

て、自主的にパトロールなどをしている方へのインセンティブを与えるなど、防犯、安全安

心活動をするとメリットがあるという具体的な意識付けが必要と思います 

 

・ 小学生の登下校の時間帯だけでも、冬は暗いので見回り等していただけると保護者は安心で

きるかなと思います。帰ってきてから一人で習い事へ行く場合もあると思うので、日没後等

は地域の住民で注意し合っていくことも大事だと思います。 

 

・ 横断歩道のある道で一旦停止をしない車がかなり多く見受けられるので、もう少し認知度を

高めてほしい 

 

・ 子どもの安全を守るというスローガンなどがあると、子をもつ親は積極的とはいわないが関

心をもち、取り組みに参画するひとも増えてくると思う。もっとアピールをして知ってもら

うことも大事だとおもう 

                                ほか 
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■属性集計 

性 別 

 全体 男性 女性 

％  100.0%  51.2%  48.8% 

回答者数  455  233  222 

 

年 代 

 
全体 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 

70歳 
以上 

％  100.0%  0.4%  10.8%  15.6%  15.2%  20.0%  16.7%  21.3% 

回答者数   455   2   49   71   69   91   76   97 

 

51.2%

48.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性

女性

0.4%

10.8%

15.6%

15.2%

20.0%

16.7%

21.3%

0.0% 4.0% 8.0% 12.0% 16.0% 20.0% 24.0%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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居 住 区 

 全体 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 

％  100.0%  5.7%  5.7%  7.7%  4.2%  6.6%  3.7% 

回答者数  455  28  26  35  19  30  17 

 

昭和区 瑞穂区 熱田区 中川区 港区 南区 

 6.2%  6.6%  4.6%  8.1%  5.3%  5.1% 

 28  30  21  37  24  23 

守山区 緑区 名東区 天白区 

 5.3%  10.5%  8.6%  6.2% 

 24  48  39  28 

 

5.7%

5.7%

7.7%

4.2%

6.6%

3.7%

6.2%

6.6%

4.6%

8.1%

5.3%

5.1%

5.3%

10.5%

8.6%

6.2%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

千種区

東区

北区

西区

中村区

中区

昭和区

瑞穂区

熱田区

中川区

港区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区


